


皆さん誰もが一度は登ったことのある烏峠は、山頂から那須やあ
ぶくまの山並を望むことができる村唯一のシンボル峠です。その頂
きに鎮座する烏峠稲荷神社は、天長５年（828年）に造営され、願望
成就の神としての伝説が今に残ります。この社（やしろ）には、山
頂を訪れた者を引き寄せる不思議な雰囲気が感じられ、日々参拝者
が訪れているそうです。

参拝を済ませ、その本殿裏手にまわると、本殿のいたるところに
は見事な彫刻がほどこされています。平成21年には、この彫刻自体
の保存を目的に、大規模な改修事業が行われ、今日に至っています。
現在の社殿でもっとも古い建物は、この神社の本殿で江戸時代に
造られたものです。また、彫刻の一部
には赤や青黄色などの顔料が残ってい
ることから、つくられた当初は色彩豊
かな建物であったと考えられています。
彫刻面には、神様が書を書いたり囲
碁をしている様子が彫られています。
大黒天と弁財天、恵比寿や福禄寿とみ
られる神様も描かれています。
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村では、義援金（寄附金）を広く呼びか
けております。
皆様には、何卒趣旨をご理解いただき、
この取り組みにご賛同いただきますようご

案内申し上げます。お申し込みは、随時受け付けており
ますので、村災害対策本部へご連絡ください。
なお、災害義援金は寄附金控除の対象となります。

①申込方法：必要事項（住所・氏名）を電話･メール等
で連絡後、次の送金先にお振込みください。

②送 金 先：金融機関：東邦銀行白河支店（普）3157
口座名義：泉崎村会計管理者　箭内憲勝

③連 絡 先：泉崎村災害対策本部
蕁：0248-53-2111 FAX 0248-53-2958
：soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

ここ烏峠で江戸時代から旧暦の８月１日に「八朔祭り」が平成11
年頃まで執り行われていました。昭和30年代頃の祭りには、烏峠参
門から泉崎駅前まで人々が行列をつくるほど、大変賑やかなお祭り
であったと言われています。しかし、時代の流れでこの祭りも途絶
えてしまいました。
そこで、神社の氏子や有志達が集い「烏峠稲荷神社復興祭」とし
て本殿の修復が完了した平成22年を機に祭りとしてよみがえらせた
のです。今後烏峠や稲荷神社をどのように未来へ継承していくか、
今を生きる私達が知恵を絞る時なのかもしれません。

＝災害義援金＝　皆様の“想い”をかたちに…
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泉崎資料館において、７月６日貊～８日豸までパッチワー
ク企画展を開催した村内在住の西坂文さんとそのグループメ
ンバーの皆さんは、企画展で作品を販売した際の収益金を、
社会福祉関連で役立てて欲しいと社会福祉協議会に現金２０
万円を寄附されました。西坂様はじめ、グループのメンバー
の皆さん、ありがとうございました。

パッチワーク企画展の収益金を寄附
村内に住む水野谷愛子さんは、震災による影響を残す本
村に対し、復興・復旧に役立てて欲しいと現金１０万円を
義援金として寄附されました。村長からは、善意の気持ち
を忘れず今後大切に活用したいと御礼の言葉が述べられま
した。ありがとうございました。

水野谷愛子さんが善意の寄附

八朔大祭が復活!!
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下
條
村
か
ら
派
遣
職
員
の
研
修
報
告
　
〜
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
長
野
県
下
條
村
〜

長
野
県
下
條
村
役
場
総
務
課

松
川
和
孝
さ
ん

（
泉
崎
村
役
場
派
遣
職
員
）

本
年
度
四
月
よ
り
、
下
條
村
で
の

研
修
を
命
ぜ
ら
れ
、
九
月
末
ま
で
の

約
半
年
間
、
下
條
村
で
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
早

い
も
の
で
、
七
月
も
下
旬
、
研
修
も

残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
二
カ
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
私
の
見
た
下
條
村

の
様
子
を
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

以
前
、
広
報
い
ず
み
ざ
き
に
掲
載

さ
れ
た
研
修
報
告
と
重
な
る
部
分
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。

下
條
村
長
選
挙

直
近
の
下
條
村
の
話
題
と
し
て
は
、

七
月
三
日
（
火
）
告
示
で
行
わ
れ
た
、

下
條
村
長
選
挙
に
お
い
て
、
現
職
の

伊
藤
喜
平
村
長
が
、
無
投
票
に
よ
り

再
選
さ
れ
、
六
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
伊
藤
村
長
は
、

こ
れ
ま
で
の
五
期
二
十
年
間
で
、
下

條
村
を
全
国
的
に
も
有
名
な
村
に
築

き
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

『
さ
ら
に
一
歩
前
へ
！
』
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
村
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
ま
す
。
「
原
点
に
立
ち
返

り
、
目
標
を
高
く
も
ち
、
『
輝
い
て

い
る
村
で
あ
る
。
』
と
い
う
自
信
を

持
っ
て
、
今
後
の
村
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
い
き
た
い
。
」
と
抱
負
を
述
べ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

連
絡
員
の
役
割

さ
て
、
下
條
村
に
着
任
し
て
間
も

な
く
、
平
成
二
十
四
年
度
の
連
絡
員

会
議
（
泉
崎
村
で
も
か
つ
て
行
っ
て

い
た
自
治
組
合
長
会
議
の
よ
う
な
会

議
で
す
。
）
が
、
役
場
に
隣
接
す
る

村
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
長
、
副
村
長
、
各
課
の

課
長
、
会
計
管
理
者
が
説
明
者
と
し

て
出
席
。
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
地
区
の
連
絡
員
に
対

し
、
平
成
二
十
四
年
度
の
予
算
概
要
、

各
課
の
事
業
概
要
等
の
説
明
の
後
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
連
絡
員
の

役
割
は
、
村
か
ら
出
さ
れ
る
文
書
の

配
布
等
、
泉
崎
村
同
様
の
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
大
き
く
違
う
と
感
じ
ら

れ
た
点
は
、
下
條
村
が
単
独
で
行
う

補
助
事
業
、
特
に
新
規
事
業
な
ど
に

つ
い
て
は
、
連
絡
員
の
皆
さ
ん
に
、

各
地
区
の
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
地
区
で
、
緊
急
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
道
路
や
集
会

施
設
の
整
備
計
画
を
ま
と
め
、
村
に

要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
自
治
体

の
中
に
あ
る
小
自
治
体
の
代
表
で
あ

る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
伊

藤
村
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
も
、「
村

で
は
、
様
々
な
補
助
事
業
を
用
意
し

て
い
る
の
で
積
極
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
自
分
の
住
む
地
域
の
振
興

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
下
條
村
全

体
の
村
づ
く
り
は
、
こ
う
し
た
地
域

住
民
の
方
々
の
、
村
づ
く
り
へ
の
積

極
的
な
参
加
と
、
そ
れ
に
応
え
得
る

行
政
施
策
の
展
開
が
あ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
ば
ど
こ
ろ
下
條

写
真
は
、
そ
ば
の
花
が
満
開
（
六

月
中
旬
〜
下
旬
）
の
そ
ば
畑
で
す
。

遠
く
に
連
な
る
山
々
は
、
南
ア
ル
プ

ス
で
す
。
以
前
、
下
條
村
で
は
養
蚕

が
盛
ん
で
、
こ
の
畑
も
桑
畑
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
村
で
は
、
夏
そ
ば
、

秋
そ
ば
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
は
、
夏
そ
ば
の
刈
り
取
り
作
業

が
最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫

さ
れ
た
そ
ば
の
多
く
は
、
下
條
村
内

に
あ
る
道
の
駅
「
信
濃
路
下
條
『
そ

ば
の
城
』
」
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

お
い
て
提
供
さ
れ
る
他
、
お
土
産
品

と
し
て
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
一

度
、
下
條
村
を

訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◆
音
声
告
知
◆

下
條
村
に
お
い
て
、
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
業
務
と
し
て
、「
音

声
告
知
」
に
関
す
る
業
務
が
あ
り
ま

す
。
音
声
告
知
は
、
音
声
に
よ
る
村

内
一
斉
放
送
で
、
泉
崎
村
で
言
え
ば

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
と
似
た

も
の
で
す
。
泉
崎
村
で
は
、
全
て
肉

声
に
よ
る
放
送
で
す
が
、
下
條
村
の

放
送
は
、
機
械
音
声
に
よ
る
も
の
で
、

ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
調
整
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
肉
声
に
よ
る
生
放
送
も
可
能

で
、
緊
急
の
場
合
な
ど
は
、
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
に
放
送
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
広
告
放
送
と
し
て
、

村
内
の
ス
ー
パ
ー
の
特
売
日
や
農
協
、

一
般
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
も

有
料
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
長
野
県
や

県
警
、
広
域
消

防
な
ど
の
放
送

依
頼
も
あ
り
、

幅
広
い
内
容
の

放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。

伊藤村長の初登庁

下條村役場庁舎

広大なそば畑です。

連絡員会議の模様。会議終了後、
懇親会も行われました。

音源を作成し、時間を設定して
登録します。定時放送は、１日
３回。６：３０、１２：１５、
２１：００です
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「
出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
」
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
村

内
10
か
所
の
公
民
館
等
で
実
施
し
て

お
り
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
明
る
く
生
き
生
き
と
し
て
い

て
、
会
場
に
は
い
つ
も
軈
笑
い
軋
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
参
加
さ

れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん

男
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
今
後
も
、

ま
す
ま
す
軈
元
気
は
つ
ら
つ
軋
に
な

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

健
康
の
秘
策
は
出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
―

１
３
３
３

サポーターメッセージ：廣橋美子さん 月に一度の教室

を楽しみにしていてくれる人達。誰もが寝たきりになっ

て家族の世話になりたくないと思っています。体を動か

し、ワッハッハ！オホホ！と笑いながら出席してくれる

のがとても嬉しいです。一人で家にいる方、ぜひ参加し

てみてください。

参加者の声：久保木ハルノさん

（太田川） 大きな声で歌ったり

踊ったり楽しいです。家の中で

はあの笑い声は出ません。先生

方はみんな素敵で、出席するの

が楽しみです。

サポーターメッセージ：深谷由美子
さん　リハビリや太極拳などと聞く
と、難しく思われる方もいらっしゃ
るかもしれませんが、あっという間
に時間が過ぎるくらいに楽しく笑顔
あふれる教室です。楽しんでいるの
は、私の方かもしれませんね。

参加者の声：木目澤久子さん（原）
みなさんよりは出遅れた新入生で、年
もかなりだし、最初は迷いも不安もい
っぱいでした。教室に入ったら優しく
和やかな時間を送らせてもらい、帰り
には、最初の不安等どこへやら、参加
してとても得をした気持ちでいっぱい
です。

参加者の声：大森京子さん（踏瀬）
「思いきって来てみ！」と友達の誘

いに参加することになりました。最初
は不安もありましたが、始めてみると
誰でもできる簡単で無理のない内容で
した。

サポーターメッセージ：小林百合子さん 地域の人々との

心と心のつながり、絆の大切さが痛感され、又孤独死の問

題が多い中、この教室の意義は大きいと思います。脳の活

性化を図り元気で暮らせる地域づくりには、一番よい方法

です。男性の方が少ないのが気になります。一緒に参加し

ましょう。
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ゴ
ミ
焼
却
の
苦
情
が
年
々
増
加

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
２

年
金
の
後
納
制
度
が
開
始住

民
生
活
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
２

ゴ
ミ
は
、
燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ
の
焼
却
は
、
少
し
の
量
で

も
灰
の
飛
散
や
煙
が
辺
り
を
立
ち

込
め
、
悪
臭
が
発
生
し
、
付
近
の

住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

『
少
し
だ
か
ら
』、『
ゴ
ミ
袋
が
も

っ
た
い
な
い
か
ら
』
、
『
面
倒
だ

か
ら
』、
『
庭
木
の
枝
や
落
葉
だ
け

だ
か
ら
』
と
安
易
に
考
え
、
庭
先

な
ど
で
簡
単
に
ゴ
ミ
を
燃
や
し
て

い
る
世
帯
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

法
律
で
禁
止

こ
の
よ
う
な
野
外
焼
却
（
野
焼

き
）
は
、
通
常
焼
却
温
度
が
２
０

０
℃
〜
３
０
０
℃
に
し
か
な
ら
な

い
た
め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
塩
化
水

素
な
ど
の
有
害
物
質
発
生
要
因
と

な
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
悪
質
な
焼

却
が
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正

さ
れ
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。

違
反
し
た
場
合
は
処
罰
の
対
象

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
同

法
の
定
め
に
よ
り
直
接
罰
の
対
象

と
な
り
、
５
年
以
下
の
懲
役
、
若

し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
る
か
、
こ
れ
を
併
科
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！
国
民
年
金

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ

に
よ
り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が

な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年
金
受

給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や

免
除
等
の
合
計
が
25
年
（
３
０
０

月
）
未
満
の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

後
納
期
間
が
10
年
に
拡
大

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年

に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
平
成
14
年
10
月
分

以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
後
納
保
険
料
納
付
期
間
は
、
平

成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
）

ま
ず
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す

る
た
め
に
は
事
前
に
お
申
込
み
い

た
だ
き
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は

「
年
金
事
務
所
」
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【苦情の主な内容】
● 焼却ゴミの臭いや煙に困っている！

● 焼却による有害物質（ダイオキシン等）の飛散が心配！

● 庭先で焼却しているので火事（飛び火）が心配！

● 庭木を燃やしているので放射性物質の飛散が心配！プラスチック類の焼却

『国民年金保険料専用ダイヤル』
ＴＥＬ０５７０－０１１－０５０
月～金曜日　８：３０～１７：１５ただし
月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は
１９：００まで延長　第２土曜日９：３０
～１６：００（祝日、12月29日～１月３日
はご利用いただけません）

後納制度メリット
２年以上前の保険料を納めることにより、
①将来受け取る年金額が増額！
②年金の受給資格が得られる可能性有！

①20歳以上60歳未満の方
10年以内の納め忘れの期間（納付・
免除以外や未加入期間をお持ちの方）

①60歳以上65歳未満の方
①の期間のほか任意加入中に
納め忘れの期間をお持ちの方

③65歳以上の方
年金受給資格がなく任意加入中
の方など

※老齢基礎年金を受給している方はお申込みできません。

不足していた期間を納めることにより

年金受給なし→受給が可能に!!!蛯
ご利用いただける方
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子
ど
も
た
ち
の
生
活
活
動
時
間
が
、
長
い

公
共
施
設
の
除
染
を
早
急
に
実
施
す
る
た
め
、

村
内
の
学
校
施
設
等
７
か
所
の
除
染
業
務
を

委
託
い
た
し
ま
し
た
。
除
染
作
業
は
、
年
間

１
ｍ
Ｓ
ｖ
（
０
・
２
３
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ)

を
超

え
て
い
る
場
所
の
建
屋
の
洗
浄
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
等
の
除
染
、
表
土
除
去
及
び
客
土
、
草

木
除
去
を
行
い
ま
す
。
作
業
実
施
の
際
は
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
村
全
体
を
対
象
に
生
活
圏
を
中
心

と
し
た
除
染
「
面
的
除
染
」
に
つ
い
て
も
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
面
的
除
染
は
行
政
区

な
ど
の
区
画
を
一
括
し
て
除
染
作
業
を
行
う

こ
と
で
、
除
染
効
果
を
上
げ
る
方
法
で
す
。

除
染
の
方
法
（
区
画
割
等
）
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
除
染
場
所
―
保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、

第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
、

中
学
校
、
さ
つ
き
総
合
運
動

公
園

○
作
業
期
間
―
平
成
24
年
７
月
13
日
貊
〜

平
成
25
年
１
月
31
日
貅
ま
で

○
受
託
業
者
―
佐
藤
工
業
株
式
会
社

東
北
支
店

こ
の
た
び
、
本
村
出
身
で
村
を
離
れ
た
方
々
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
「
泉
崎
村
友
の
会
」

の
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
村
民
の
皆
様
に
前
会
長
と
新
会
長
の
お
二
人
よ

り
挨
拶
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
当
会
に
関
心
の
あ
る
方
や
、

入
会
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
会
の
運
営
に
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

泉
崎
村
友
の
会

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

会
長
　
井
上
　
俊
男

友
の
会
前
会
長
の
鈴
木
様
に
は
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
さ
て
、
こ
の
た

び
役
員
改
選
に
よ
り
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
井
上
俊
男
で
す
。
出
身
は
、
関
和

久
下
町
、
昭
和
30
年
生
ま
れ
の
57
才
で

す
。
（
友
の
会
で
は
最
年
少
）

我
が
故
郷
泉
崎
村
・
絆
と
な
る
友
の

会
の
発
展
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
友
の
会
会
員
の
皆
様
、
村

民
の
皆
様
、
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公
共
施
設
の

除
染
作
業

除
染
対
策
室
　
蕁
５
３
―
２
２
３
６

泉
崎
村
友
の
会
新
旧
役
員
の
ご
挨
拶

産
業
振
興
課
　
蕁
５
３
―
２
４
３
０

泉
崎
村
友
の
会
　

会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

前
会
長
　
鈴
木
　
利
男

泉
崎
村
友
の
会
の
皆
様
、
会
の
為
に

御
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

短
い
間
で
し
た
が
守
り
立
て
て
い
た

だ
き
ま
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
村
民
の
皆
様
、
峠
節
保
存
会
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
会
長
さ
ん
に
井
上
俊
男
さ
ん

が
な
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
守
り
立

て
て
く
だ
さ
る
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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お客様の喜び

敬
老
会
開
催
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
―
１
３
３
３

敬
老
の
日
で
満
70
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
皆

様
を
ご
招
待
し
、
敬
老
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
内
容
は
金
婚
夫
婦
・
し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
・
米
寿
の
方
々
に
記
念
品
等
を
贈

呈
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
三
味
線
と
ド
ラ
ム
・
ピ
ア
ノ
に
よ

る
演
奏
を
行
う
「
鬼
灯
（
ほ
お
ず
き
）
」
幼

稚
園
児
・
一
小
児
童
に
よ
る
演
奏
は
じ
め
村

内
有
志
の
方
々
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
出
席
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
70
歳
以
上
の
方
に
は
敬
老
会
の
案

内
状
を
９
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
通
知
が

届
か
な
い
場
合
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
　
　
時

平
成
24
年
９
月
15
日
（土）

午
前
10
時

○
会
　
　
場

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
行
事
内
容

①
敬
老
式
典
（
米
寿
・
金
婚
・
し
あ
わ
せ
金

婚
表
彰
等
）

②
演
芸
会
「
鬼
灯
」
の
三
味
線
と
ド
ラ
ム
・

ピ
ア
ノ
の
演
奏
、
幼
稚
園
児
・
一
小
児
童

に
よ
る
演
奏
ほ
か
村
内
有
志
に
よ
る
お
楽

し
み
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
注
意
】

会
場
と
な
る
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
は
、
道
路
反
対
側
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
球
場
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。
道
路
横
断

に
は
十
分
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

敬老会送迎バス運行表 送迎バスは次のとおり運行します。

地　区 集　合　場　所 発車時間

太田川

上丁バス停前 午前8：45

太田川公民館前 〃 8：47

新道（小松自動車店前） 〃 8：49

高　根
Ｋショップ前 午前8：45

根岸十字路 〃 8：47

踏　瀬

草野設備前 午前8：52

星商店前 〃 8：55

木挽食堂前 〃 8：57

原

愛宕山公民館前 午前8：45

泉崎長峰十字路 〃 8：47

真鍋商店前 〃 8：52

南原公民館前 〃 8：55

泉　崎

泉崎郵便局前 午前8：55

農協泉崎支所前 〃 8：57

入中（入中公民館前） 〃 9：15

役場前 〃 9：18

地　区 集　合　場　所 発車時間

泉　崎

給食センター前 午前9：15

富久保入口 〃 9：16

八丸（郷新聞店前） 〃 9：17

桎内公民館前 〃 9：19

天王台団地案内所前 〃 9：20

関和久

関平四辻 午前8：45

農協関平支所前 〃 8：46

八雲コミュニティーセンター前 〃 8：48

山寺バス停前 〃 9：10

木野内商店前 〃 9：12

瀬知房

影ノ原（岡崎さん宅前） 午前8：45

屠胴原（阿武隈建設前） 〃 8：47

屠胴原バス停前 〃 8：49

小松食堂前 〃 8：50

北平山
新田四辻 午前9：10

堂ノ下（消防頓所前） 〃 9：12
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祝 スポ少バスケ＆中学校バスケ部ダブル優勝

～ 翔べ！ IZUMIZAKI ～ 皆様のご声援をよろしくお願いいたします。

★泉崎中バスケットボール部（男子）は、８月８日貉～10日貊に県営あづま総
合体育館で開催される第42回東北中学校バスケットボール大会へ出場！
★泉崎ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団は、８月12日豸、13日豺宮
城県利府町で開催される東北電力旗第25回東北ミニバスケットボール大会
へ出場！

佐々木健太キャプテン（泉崎中３年）を中心に攻守ともに安定的な試合はこびで勝利をつかみました。

16チームが出場しトーナメント方式で熱戦が繰り広げられました。

（
福
島
民
報
社
提
供
）
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三本木さんの美声が県で第一位 第16回・児童館「夕涼み会」開催

オリンピック選手の指導を受ける

弓道会の坂路さんが優勝の快挙

東日本大震災で被災した東北の子ども達の自立支援に
取り組んでいる、Support Our Kids実行委員会が主催する、
「～2012ロンドンオリンピックイヤーSupport Our Kids ス
ペシャルツアープログラム～GTFキッズスポーツサミッ
ト」が、７月15・16日（日・月）の両日にわたり都内で
開催されました。このプログラムに東北の児童34名が参
加し、本村からは野木叶翔さん（一小６年）、鈴木颯太さ
ん（二小６年）、円谷圭汰さん（同）、松山周示さん（同）
の４名がサッカー教室に参加し、元サッカー日本代表の
「城彰二さん」から直接サッカーの指導を受けました。こ
のほか児童達は、ロンドンオリンピック種目のテニス・
卓球・水泳・柔道・体操・レスリングにチャレンジし、
杉山愛選手はじめ元オリンピック出場選手の熱心な指導
を受けていました。参加した子ども達は、夢のような時
間に終始笑顔で大満足の様子でした。

７月21日貍、保護者会主催による「夕涼み会」が児童
館で開催されました。今年も放射線の影響を配慮して屋
内開催となりましたが、登録児と保護者ら約130名が参
加しました。子ども達の中には“浴衣姿”で参加する児
童も多く見られ、会場がより一層華やかに彩られ、賑や
かな雰囲気のなか会がスタートしました。会場には、か
き氷や焼きそば、フランクフルトなどが準備され、参加
者らはそれらをほおばりながら、今年の目玉となる「つ
くってあそぼ」コーナーで「万華鏡」づくりに挑戦して
いました。親子で協力しながら千代紙をのりで貼ったり、
カラーフィルムに絵を描いたりして、やっと出来あがっ
た万華鏡を早速のぞきこみ、筒の中に広がる不思議な世
界を堪能していました。
最後に、出席者全員でビンゴ大会を行い、会場には人

気キャラクターのグッズを手にした子ども達の歓声が響
き渡っていました。

７月８日豸福島県歌謡協会主催による第12回福島県マ
スターズ歌謡祭がいわき市で開催されました。この大会
には、本村から県南支部として２名が出場し、「竹部門」
で美声を披露した三本木長重さんが部門優勝に輝きまし
た。また５部門全
体での総合優勝も
果たし、今回県内
各地から参加した
271名の頂点に登り
つめました。大会
を終えた三本木さ
んは、トロフィー
を持参し、優勝報
告のため村長室を
訪れました。

第65回県総体弓道競技近的種目が７月15日豸に開成
山弓道場で開催され、泉崎村弓道会会員ら11名が出場
しました。大会では、一昨年前に石川県で開催された
ねんりんピックに本県代表選手として出場した坂路勝
彌さんが、当種目で見ごと優勝を飾り、村弓道会発足
以来、初の快挙となりました。村弓道会加入希望の方
は、事務局（有賀路夫）ＴＥＬ５３－２５６９までご
連絡ください。
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野
菜
（
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
、
ア

ス
パ
ラ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
玉

ね
ぎ
）
を
使
っ
て
、
ト
マ
ト
と

長
い
も
の
す
り
流
し
汁
、
ア
ス

パ
ラ
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
混

ぜ
ご
は
ん
、
豆
腐
と
か
つ
お
の

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

豚
肉
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
み
そ

ケ
チ
ャ
ッ
プ
炒
め
の
４
品
を
作

り
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・

本
柳
容
子
さ
ん
）

６
月
23
日
貍
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
こ
ど
も
体
験
く
ら
ぶ
は
、

自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
白
河
南
湖
森
林
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
村
内
在
住
で
も
り

の
案
内
人
（
県
登
録
）
の
有
賀

路
夫
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の

イ
ン
タ
ー
杯
へ
の
出
場
を
決

め
た
村
内
在
住
の
３
人
の
高
校

生
選
手
が
激
励
金
を
受
け
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
室
を
訪
れ

ま
し
た
。

ど
の
選
手
も
全
国
上
位
入
賞

を
見
据
え
、
着
々
と
調
整
を
す

す
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
村

長
か
ら
は
、
激
励
金
が
手
渡
さ

れ
「
平
常
心
で
。
村
民
一
同
応

援
し
て
い
ま
す
。
」
と
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

[

柳
沼
龍
佑
選
手
（
白
河
実
３
年
）

自
転
車
ロ
ー
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
・

団
体
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
出
場]

[

荒
井
孝
彦
選
手
（
白
河
３
年
）
陸

上
１
１
０
Ｍ
障
害
に
出
場]

[

井
戸
沼
省
吾
選
手
（
白
河
３
年
）

４
人
パ
ー
テ
ィ
ー
で
８
月
１
日
新

潟
苗
場
山
登
山
に
臨
む]

こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
し
て
き
た
古
宇
田

榮
増
さ
ん
は
、
５
月
に
開
催
さ

れ
た
白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
総
会
の
席
上
に
お
い
て
、
長

年
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
福
島

地
方
法
務
局
長
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

同
じ
く
、
長
き
に
渡
り
、
地

域
住
民
の
人
権
を
擁
護
委
員
の

立
場
か
ら
見
守
っ
て
き
た
兼
子

春
枝
さ
ん
は
、
６
月
に
開
催
さ

れ
た
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
総
会
の
席
上
に
お
い
て
、

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

お
二
人
共
に
地
域
住
民
の
人

権
を
擁
護
し
な
が
ら
、
地
域
に

お
け
る
人
権
思
想
の
普
及
に
努

め
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

﹇
本
田
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

１
９
８
３
年
生
ま
れ
泉
崎
村

出
身
。
高
校
を
卒
業
後
、
栄
養

士
の
免
許
を
取
得
。
卒
業
後
は

独
学
で
、
料
理
写
真
を
学
び
、

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
に
。
２
０

０
６
年
か
ら
は
料
理
家
と
し
て

仕
事
を
開
始
す
る
。

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
素

材
の
味
を
活
か
し
た
レ
シ
ピ
を

得
意
と
し
、
家
族
み
ん
な
で
楽

し
め
る
味
付
け
に
定
評
が
あ
る
。

あ
っ
た
か
ふ
く
し
ま
観
光
交

流
大
使
と
し
て
も
活
動
中
。

http://youichi-honda.com
/

パ
イ
ン
食
楽
部
で
は
、
６
月

９
日
貍
本
村
出
身
で
料
理
研
究

家
の
本
田
よ
う
一
先
生
を
迎
え
、

「
初
夏
の
和
風
お
も
て
な
し
料

理
」
と
題
し
、
第
２
回
料
理
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
地
場
産
の

人
権
擁
護
で
貢
献

自
然
と
触
れ
合
お
う

本
村
出
身
の
料
理
研
究
家

が
夏
メ
ニ
ュ
ー
を
披
露

祝
！
　
全
国
大
会
出
場

印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203
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指
導
に
あ
た
り
、
里
山
の
歩
き

方
や
、
森
に
生
息
す
る
動
植
物

を
説
明
し
な
が
ら
、
森
の
自
然

を
散
策
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
を
ヒ
ン
ト
に
し

た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
心
地
よ

い
風
が
吹
く
な
か
、
初
夏
の
自

然
を
お
も
い
っ
き
り
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

６
月
29
日
貊
平
成
24
年
度
白

河
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
定
期

総
会
の
席
上
に
お
い
て
、
防
犯

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
村
で
は
、
白
河
地
区
防

犯
指
導
隊
泉
崎
分
隊
渡
辺
幸
男

さ
ん
が
、
長
年
に
渡
る
地
域
防

犯
活
動
に
対
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

７
月
17
日
貂
泉
崎
第
二
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
泉
崎
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
は
、
第
17
回
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
カ
ッ
プ
学
童
野
球
県
南
大
会

に
出
場
し
、
県
大
会
出
場
の
切

符
を
獲
得
し
ま
し
た
。
決
勝
戦

で
は
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま

し
た
が
、
第
23
回
福
島
県
児
童

野
球
選
手
権
大
会
県
南
地
区
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

野
球
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
に
な

り
初
の
県
大
会
で
は
あ
り
ま
す

が
、
４
大
会
に
出
場
し
、
３
回

が
準
優
勝
と
、
徐
々
に
そ
の
実

力
を
上
げ
て
い
ま
す
。

野
球
に
興
味
の
あ
る
小
学
生

は
、
泉
崎
第
二
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
の
で

見
学
・
体
験
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

７
月
８
日
豸
第
二
小
学
校
の

第
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
は
、

小
雨
の
中
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
除
染
に
よ
り
、
の

り
面
の
芝
が
全
面
は
が
さ
れ
た

こ
と
で
、
の
り
面
表
土
が
校
庭

に
流
れ
こ
ん
で
い
た
た
め
、
こ

れ
ら
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的

に
芝
植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
小
さ
く
芽
を
出

し
て
い
る
苗
が
大
き
く
成
長
し
、

す
ば
ら
し
い
グ
リ
ー
ン
に
な
る

日
ま
で
細
か
な
手
入
れ
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泉
崎
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
（
五
十
嵐
寛
会
長
）
は
、

６
月
15
日
貊
に
第
一
小
学
校

「
い
ず
み
っ
こ
祭
り
」
に
昔
遊

び
の
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。ま

た
、
６
月
27
日
貉
に
も
第

二
小
学
校
「
昔
遊
び
集
会
」
へ

講
師
と
し
て
出
向
き
、
子
ど
も

達
に
馴
染
み
が
薄
く
な
っ
た
お

は
じ
き
、
竹
と
ん
ぼ
、
め
ん
こ
、

ブ
ン
ブ
ン
ご
ま
と
い
っ
た
昔
の

遊
び
を
と
お
し
て
子
ど
も
達
と

触
れ
合
い
ま
し
た
。

現
代
の
子
ど
も
達
の
遊
び
は
、

既
製
の
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
が

中
心
で
、
自
分
で
作
っ
た
も
の

や
、
素
材
を
生
か
し
た
遊
び
道

具
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど

も
達
は
、
普
段
あ
ま
り
手
に
し

な
い
遊
び
道
具
に
非
常
に
興
味

を
よ
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

防
犯
指
導
隊
が
表
彰

県
南
予
選
を
突
破

グ
リ
ー
ン
を

取
り
戻
す
た
め
に

昔
遊
び
で
交
流

㍿ 福南建設
〠969-0101　泉崎村大字泉崎字大山41-７

　☎　（0248）５３－２５０６
FAX（0248）５３－３４３８

工事なんでも御相談下さい（見積もり無料）
駐車場工事・アスファルト舗装工事
コンクリート工事・土留工事・建物解体工事
フェンス工事・田・畑・盛土工事・下水工事
などその他

☆ 気 軽 に 御 相 談 下 さ い。



会
員
20
名
が
参
加
し
、
楽
し

く
つ
く
り
、
お
い
し
く
食
事
を

し
な
が
ら
会
話
を
弾
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

「
健
康
美
人
を
つ
く
る
簡
単
中

国
家
庭
料
理
」
鮮
魚
豆
腐
・
ぴ

り
辛
白
菜
・
き
ゅ
う
り
の
和
え
物

「
日
本
の
料
理
」
ほ
か
ほ
か
炊

き
立
て
ご
は
ん
・
日
本
人
の
故

郷
み
そ
汁
・
お
ふ
く
ろ
の
味
付

け
煮
物
・
す
ぐ
で
き
る
簡
単
漬

け
物７

月
14
日
貍
、
庭
木
剪
定
教

室
が
、
永
野
常
芳
氏
（
白
河
市

大
信
）
を
講
師
に
迎
え
て
、
さ

つ
き
運
動
公
園
庭
園
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
15
名
が
参
加
し
、

講
師
の
先
生
の
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
刈
り
込
み
と
松
の
手
入
れ

に
つ
い
て
学
び
、
実
践
学
習
と

し
て
植
え
込
み
を
き
れ
い
に
刈

り
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

「
い
ち
ょ
う
の
会
」（
会
長
・

佐
々
木
敏
夫
）
は
、
７
月
14
日

貍
朝
五
時
半
か
ら
16
名
が
参
加

し
、
村
の
歴
史
遺
産
で
あ
る

「
横
穴
」
周
辺
の
草
刈
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
伸
び
き
っ
た
草

や
、
斜
面
に
あ
る
さ
つ
き
の
間

の
草
を
て
き
ぱ
き
と
刈
り
払
っ

て
い
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
34
回
村
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
、

７
月
21
日
貍
、
36
名
が
参
加
し
、

山
形
県
「
山
寺
」
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
暑
く
も
な
い
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
全

員
で
１，

０
１
５
段
と
い
わ
れ

る
山
寺
立
石
寺
の
石
段
を
登
り
、

ほ
ぼ
全
員
が
山
頂
ま
で
登
り
き

り
ま
し
た
。

７
月
20
日
貊
村
交
通
安
全
協

会
は
、
役
場
前
交
差
点
で
「
夏

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
テ
ン
ト
村
作
戦
を
実

施
し
ま
し
た
。
通
勤
途
中
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
会
員
の
方
々
が
、

交
通
安
全
家
庭
新
聞
と
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な
が
ら

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
後
部
座
席
で
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
低
く
、

会
員
ら
は
、
今
後
、
後
部
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼
び

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
夏
休
み
期
間
中

の
園
児
・
児
童
の
帰
宅
を
促
す

村
内
放
送
業
務
を
、
第
二
小
学

校
の
児
童
が
体
験
し
ま
し
た
。

役
場
放
送
室
に
お
い
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
テ
ー
プ
へ
の
録
音
に
挑
戦

し
た
の
は
、
大
塚
さ
ら
さ
さ
ん

（
二
小
６
年
）
で
す
。
大
塚
さ
ん

は
学
校
の
放
送
委
員
会
に
３
年

間
所
属
し
て
い
て
、
現
在
放
送

委
員
長
を
務
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
落
ち
着

い
た
様
子
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

職
員
か
ら
受
取
っ
た
放
送
原
稿

を
数
回
読
み
上
げ
た
あ
と
、
本

番
で
は
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
読
み

上
げ
、
一
発
で
録
音
を
成
功
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
役
場
で
は
、

今
回
録
音
し
た
大
塚
さ
ん
の
可

愛
ら
し
い
音
声
を
夏
休
み
の
間
、

実
際
に
村
内
放
送
を
し
て
い
ま

す
。
夕
方
に
な
り
ま
し
た
ら
村

の
放
送
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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会
場
で
は
「
あ
や
と
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。」「
竹

と
ん
ぼ
と
ば
し
の
こ
つ
を
教
え

て
も
ら
っ
た
よ
。
」
「
今
度
は
、

竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
り
た
い
。
」

と
満
足
げ
な
子
ど
も
達
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

７
月
22
日
豸
さ
つ
き
公
園
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
第

32
回
泉
崎
村
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ
ー
ズ
　

準
優
勝

八
雲
ク
ラ
ブ

第
３
位

太
田
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ラ
ッ
チ

第
17
回
泉
崎
郵
便
局
長
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
７

月
10
日
貂
八
雲
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
幸
雄

郵
便
局
長
の
試
打
式
後
、
村
内

の
愛
好
者
35
人
が
練
習
の
成
果

を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
雨

の
影
響
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
こ

ぼ
こ
で
ボ
ー
ル
が
思
い
も
よ
ら

な
い
方
向
に
転
が
っ
た
た
め
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
ス
コ
ア
メ

イ
ク
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
で

し
た
。

個
人
の
部

優
　
勝

鈴
木
　
　
昇

準
優
勝

小
林
　
文
二

３
　
位

田
崎
ハ
ル
エ
　

団
体
の
部

優
　
勝

八
　
雲

２
　
位

天
王
台

３
　
位

瀬
知
房

７
月
14
日
貍
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
第
３
回
こ
ど
も
体
験

く
ら
ぶ
が
開
催
さ
れ
、
革
を
使

っ
て
ペ
ン
立
て
や
小
物
入
れ
を

作
る
革
工
芸
細
工
を
体
験
し
ま

し
た
。

講
師
に
本
柳
サ
ト
子
先
生

（
桎
内
在
住
）
を
お
迎
え
し
、

革
の
性
質
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
た
あ
と
、
筒
状
に
し
た
革
に
、

様
々
な
素
材
の
革
や
ビ
ー
ズ
を

張
り
付
け
、
動
物
や
お
花
、
花

火
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
個
性
豊

か
で
素
敵
な
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
干
支
や
可
愛

ら
し
い
押
し
型
の
道
具
を
使
っ

て
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ネ
ッ
ク

レ
ス
作
り
も
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
革
細
工
に
大
変

興
味
を
持
っ
た
様
子
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
は
、
「
異
文

化
交
流
会
」
を
開
催
し
、
日
中

料
理
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
中
国
料
理
と

日
本
の
食
事
」
で
、
両
国
の
料

理
を
み
ん
な
で
作
り
、
互
い
の

料
理
を
紹
介
し
あ
う
と
と
も
に

お
お
い
に
食
べ
、
お
お
に
飲
み
、

お
お
い
に
語
ろ
う
、
と
い
う
も

の
で
す
。
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村
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

革
工
芸
細
工
体
験

異
文
化
交
流
事
業

庭
木
剪
定
を
学
ぶ

村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

後
部
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
経
口
接
種

（
口
か
ら
飲
む
）
で
し
た
が
、
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
皮
下
接
種

（
皮
下
に
注
射
）
と
な
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種

で
し
た
が
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
は
、
初
回
接
種
と
し
て
20
日
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
３
回
、
追
加
接
種

と
し
て
初
回
接
種
終
了
か
ら
12
か
月

か
ら
18
か
月
後（
最
低
６
か
月
後
）
に

１
回
、
合
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で

す
。ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
集
団
接
種

で
し
た
が
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
は
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
に
な

り
ま
す
。

標
準
的
な
初
回
接
種
の
接
種
年
齢

は
生
後
３
か
月
か
ら
12
か
月
で
す
。

生
後
90
か
月
（
７
歳
６
か
月
）
に

至
る
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
、
過
去
に

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
２
回
を
受
け
て

い
な
い
方
は
接
種
で
き
ま
す
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に
２

回
接
種
さ
れ
て
い
る
方
は
、
さ
ら
に

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種

さ
れ
て
い
る
方
は
、
合
計
３
回
の
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要

で
す
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
初

回
接
種
３
回
＋
追
加
接
種
１
回
、
合

計
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
任
意
接
種
で
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
、
１
〜
３
回
受
け
て

い
る
方
は
、
合
計
４
回
と
な
る
よ
う

残
り
の
接
種
回
数
を
受
け
て
下
さ
い
。

９月からポリオワクチンが変わります
平成24年９月１日から、ポリオワクチンが不活化ワクチンに変わります。
不活化ポリオワクチンの定期接種は次のようになります。

問い合わせ　村保健福祉課（蕁５４－１３３３）

“環境にやさしいものづくり”

ISO9001:2000、ISO14001:2004 認証取得

証券コードNo.5162

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪1 番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山1 番地3
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入1番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町2 丁目7 番2
　　　　　　　☎ 048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

株式
会社
代表取締役社長　横　山　林　𠮷

創造と挑戦
の企業集団

「お客様第一」に徹し
更に高い技術と
品質向上を
目指します。

不活化ポリオワクチン導入に伴い、ポリオ生ワクチンの接種ができなくなります。
平成24年９月６日（木）・10月25日（木）に予定しておりましたポリオ生ワク
チン投与は中止しますのでよろしくお願いします。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、

４
回（
初
回
３
回
、追
加
１
回
）

の
接
種
が
必
要
で
す

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
２
回

受
け
た
方
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
不
要
で
す

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

受
け
た
方
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種
し
ま
す

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
ま
だ
１
回

も
受
け
て
い
な
い
方
は
、
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
４
回
接

種
し
ま
す

接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す

個
別
接
種
に
な
り
ま
す

対
象
年
齢
は
変
わ
り
ま
せ
ん

広報

いずみざき15

しいたけについては、県でモニタリング検査を
実施している出荷・流通販売品の検査結果は、一
般食品の新基準値 100 ベクレル以内となっており
ますが、原木しいたけ（露地）については新基準
値を上回る数値となっているため、自家消費及び
他の人に譲るなどの行為は自粛してください。

たけのこについては、しいたけ同様県の検査においては新
基準値以下となっております。現在のところ村内２ケ所の採
取地を除き村の検体検査においても新基準値以下ですが、自
主分析の基準（50ベクレル）を超える検体が出ているため、
なるべく村の検査を受け、基準値を超えた場合は自家消費及
び他の人に譲るなどの行為は自粛してください。

泉崎村農作物放射線量測定結果
産業振興課 蕁５３－２４３０

区　分 検　　体　　名 採　取　地 採取年月日 放射性セシウム セシウム合計
（Cs134＋Cs137）セシウム134 セシウム137

野　菜

インゲン

関和久字谷中 平成24年６月27日 4.10 0.00 4.10
関和久字瀬知房 平成24年７月１日 5.94 0.00 5.94
北平山字寺後 平成24年７月２日 6.10 0.00 6.10
泉崎字夏針 平成24年７月10日 0.00 6.70 6.70

きぬさや 北平山字新田原 平成24年７月２日 4.28 0.00 4.28

キャベツ 北平山字高堀下 平成24年６月17日 0.00 0.00 0.00
関和久字谷中 平成24年６月18日 4.86 0.00 4.86

きゅうり

北平山字新田原 平成24年６月25日 4.29 0.00 4.29
関和久字瀬知房 平成24年６月28日 0.00 5.48 5.48
太田川字岩崎 平成24年７月２日 4.34 6.21 10.55
関和久字木ノ内 平成24年７月３日 4.84 0.00 4.84
泉崎字外ノ入 平成24年７月10日 5.28 0.00 5.28
関和久字豊田 平成24年７月11日 5.23 0.00 5.23
太田川字熊ノ山 平成24年７月11日 5.18 0.00 5.18

シ　　ソ 北平山字寺後 平成24年６月29日 9.37 10.00 19.37

ジャガイモ

関和久字梨木平 平成24年６月21日 0.00 5.68 5.68
北平山字堂ノ下 平成24年６月28日 0.00 5.14 5.14
関和久字富内 平成24年７月４日 0.00 0.00 0.00
北平山字新田原 平成24年７月６日 4.51 0.00 4.51
泉崎字根岸前 平成24年７月６日 4.92 0.00 4.92
踏瀬字長峯 平成24年７月６日 7.05 0.00 7.05
太田川字原山 平成24年７月４日 5.78 0.00 5.78
泉崎字夏針 平成24年７月10日 5.43 0.00 5.43
踏瀬字石田原 平成24年７月11日 0.00 5.96 5.96
関和久字豊田 平成24年７月11日 0.00 0.00 0.00

ジャガイモ（キタアカリ） 太田川字熊ノ山 平成24年７月11日 6.55 0.00 6.55
春　　菊 北平山字上野舘 平成24年６月26日 0.00 8.08 8.08

大　　根 踏瀬字長峯 平成24年７月６日 7.02 0.00 7.02
太田川字原山 平成24年７月８日 6.64 0.00 6.64

トマト

関和久字関ノ上 平成24年６月24日 0.00 4.96 4.96
北平山字新田原 平成24年７月３日 6.69 0.00 6.69
踏瀬字長峯 平成24年７月６日 0.00 0.00 0.00
泉崎字愛宕山 平成24年７月11日 4.82 0.00 4.82

ナ　　ス 泉崎字長峰 平成24年７月２日 7.31 0.00 7.31
踏瀬字長峯 平成24年７月６日 5.39 5.81 11.20

ニ　　ラ 関和久字中宿 平成24年７月２日 7.68 0.00 7.68
ピーマン 北平山字寺後 平成24年７月13日 5.51 0.00 5.51
ほうれん草 北平山字上野舘 平成24年６月26日 4.75 0.00 4.75
モロッコインゲン 泉崎字長峰 平成24年７月10日 4.43 0.00 4.43

モロヘイヤ 関和久字瀬知房 平成24年７月１日 0.00 9.19 9.19
北平山字寺後 平成24年７月２日 8.83 0.00 8.83

らっきょ 泉崎字岩崎 平成24年７月４日 5.94 0.00 5.94

果　実 梅

太田川字岩崎 平成24年６月26日 7.72 5.95 13.67
北平山字高柳 平成24年６月29日 14.40 10.10 24.50
泉崎字行屋 平成24年７月２日 7.41 13.10 20.51
北平山字新田東山 平成24年７月13日 7.14 4.80 11.94

（単位：ベクレル/kg）■平成24年６月16日～７月15日

【注意】村の放射性物質検査結果については、参考値であり、数値を証明するものではありません。
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『泉崎南東北公開講座』を下記の通り開催いたします。
今回は総合南東北病院　菅野　恵先生をお招きして『禁煙のお話、家族から喫煙者を減らすには』と題しま

して講演していただきます。地域の皆さまの健康の維持向上に努められるよう、お役に立てていただけるよう
に情報を発信してまいりますのでどうぞよろしくお願いします。
◆日　時：平成24年８月18日（土）

開場 13:30～　　開演 14:00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演題１：「禁煙のお話・家族からの喫煙者を減らすには」

講師　総合南東北病院　心臓循環器センター長　菅野　恵　先生
◆演題２：「パワーリハビリ体験会」

講師　泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター
蛯原　勝也　作業療法士　他

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成24年８月
※当診療所は日曜・祝祭日・年末年始（12/31～1/3）ならびに17:00以降の夜間の診療は行っておりませんので、ご注
意ください。なお、日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いた
だけます。

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※診療に関してのお問い合わせは　電話：５３－２４１５　鈴木・澤田まで。

《泉崎南東北だより》
～泉崎南東北公開講座のお知らせ～

たばこの害
について

たばこを吸うことによって、癌や心筋梗塞、狭心症、胃・十二指腸潰
瘍、歯周病など多くの病気にかかりやすくなります。特に未成年者は、
吸い始める年齢が低いほど影響が大きくなります。また、本人だけでな
く、妊婦の喫煙は、胎児に非常に悪い影響を及ぼします。自分が吸わな
くても近くに吸う人がいると、自分が吸ったのと同様の影響を受ける可
能性がありますので禁煙・分煙等の配慮が家庭でも同様に望まれます。

お盆の期間も休まず診療しています。
月曜日の眼科診療担当は小林医師から陳医師へ変更となります。目の病気についてお困りのことがありましたら
眼科をご利用ください。

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

総合南東北病院医師
内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科医師
午前診療のみ

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
［胃カメラ］6日、20日

胃腸内科医師

陳
眼科

午　後
北　原

内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

総合南東北病院医師
内科・外科

胃腸内科医師

入場無料
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◆
作
り
か
た

①
　
土
な
べ
に
こ
ん
ぶ
を
し
い
て
水
を
半
分
位
入
れ
る
。

②
　
は
く
さ
い
、
え
の
き
、
ね
ぎ
を
切
る
。

③
　
と
う
ふ
を
少
し
大
き
め
に
切
る
。

④
　
土
な
べ
に
ス
ー
プ
の
も
と
を
入
れ
、
野
菜
が
に
え

た
ら
、
と
う
ふ
、
タ
ラ
を
入
れ
て
、
め
ん
つ
ゆ
で
味

を
調
え
る
。

⑤
　
じ
ゃ
が
い
も
を
煮
て
、
片
栗
粉
と
ま
ぜ
て
、「
じ
ゃ

が
い
も
だ
ん
ご
」
を
作
っ
て
入
れ
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】
お
と
し
よ
り
の
人
で
も
食
べ
ら
れ
る
や
わ

ら
か
い
な
べ
に
し
ま
し
た
。

①
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
下
１
／
３

の
固
い
皮
を
ピ
ー
ラ
ー
で
む

き
、
小
さ
く
乱
切
り
に
す
る
。

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
石
づ
き

を
切
り
、
く
し
形
に
切
る
。

②
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ

ダ
油
を
入
れ
①
を
中
火
で
１

〜
２
分
炒
め
る
。
Ａ
を
加
え

て
、
汁
け
が
な
く
な
る
ま
で

炒
め
、
取
り
出
し
て
お
く
。

③
ご
は
ん
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、

２
と
梅
干
し
を
ち
ぎ
り
入
れ
、

さ
っ
と
混
ぜ
、
茶
碗
に
盛
り

つ
け
る
。

①
豚
肉
は
格
子
状
に
切
り
込
み

を
入
れ
、
Ａ
で
下
味
を
つ
け
、

小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
し
、

パ
プ
リ
カ
は
乱
切
り
に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

入
れ
、
①
を
並
べ
る
。
フ
タ

を
し
て
中
火
で
２
分
蒸
し
焼

き
に
し
、
返
し
て
、
さ
ら
に

２
分
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

③
Ｂ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
フ
ラ
イ

パ
ン
に
入
れ
、
全
体
に
炒
め

か
ら
め
る
。

「まごわやさしい料理コンクール　ＰＡＲＴⅢ」レシピ⑨
≪まごわやさしいで賞≫ 鈴木歩華さん・兼子美麗さん

料理研究家“本田よう一”さん（泉崎出身）レシピ　～パイン食楽部提供～

まごわやさしい　野菜なべ

材　　料（４人分）
こんぶ：１／２袋、ねぎ：１本、とうふ：１丁、
ごぼう：１／２本、はくさい：１／４、
タラ：１００ｇ、坦々ごま鍋のもと、こんにゃく：１袋、
じゃがいも：２個、えのき：１袋

＊ま（豆類）＊ご（ゴマ類）
＊わ（海藻類）＊や（野菜類）
＊さ（魚類）＊し（きのこ類）
＊い（いも類）

アスパラガスとマッシュルームの混ぜごはん

【材　料　４人分　　調理時間10分】
アスパラガス…………６本（１００g）
マッシュルーム……１０個（１００g）
サラダ油………………………小さじ２
Ａ（酒，みりん：各小さじ２）
梅干し………………………………２個
温かいごはん……………………４膳分

豚肉とブロッコリーのみそケチャップ炒め

【材　料（４人分） 調理時間15分】
豚ロース肉……………４００g（４枚）
ブロッコリー………………………１房
黄パプリカ…………………………１個
Ａ（酒,しょうゆ：各小さじ２、
小麦粉：大さじ２、サラダ油：大さじ１）

Ｂ（みそ,ケチャップ,水：各小さじ４、
しょうゆ：少々、みりん：小さじ２、
しょうがのすりおろし：２片分）
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人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2012.6.1～6.30

一　般　書 児　　童　　書 え　　ほ　　ん

1．
哀しみの星

新堂　冬樹著／角川書店
真夜中の学校レストラン

松谷　みよ子著／童心社
ふしぎの海のナディア　下

徳間書店

2．
張込み

松本　清張著／光文社
かいけつゾロリシリーズ

原　ゆたか著／ポプラ社
いいからいいからシリーズ

長谷川　義史著／絵本館

3．
六角形でパッチワークレッスン
鷲沢　玲子著／文化出版局

天使の心理テスト
なまため　ひろみ著／ポプラ社

へんしんかいじゅう
あきやま　ただし著／金の星社

4．
尾木ママの「凹まない」生き方論
尾木　直樹著／主婦と生活社

プリンセスの月星座うらない
絹　華著／ポプラ社

ちいさなねこ
石井　桃子著／福音館書店

5．
ピンクとグレー
加藤　シゲアキ著／角川書店

坂本龍馬は名探偵!!
楠木　誠一郎著／講談社

うちにかえったガラゴ
島田　ゆか著／文渓堂

図書館サポーター

｢～老人と絵本～｣
柳田邦男氏が「絵本は人生で三回楽しむもの。」と言っています。自分が子どもの時。
次に自分の子どもを育てる時。三回目は、いろいろな人生経験を経た後半期に、ひとり
で、あるいは孫と読む時期。そこで、泉崎図書館の絵本をせっせと読み始めました。絵本の世界の神秘さや不
思議さに浸る生活が一年以上続いています。最近は、一度に何冊も読もうとしないで、作家や画家、編集者の
気持ちを読みとれるように、表紙から裏表紙まで、ゆっくりとページをめくりながら読むようにしています。
気にいった絵本を数冊図書館から借りて、孫の家に持参し、いっしょに楽しんだりもしています。わたしがお
すすめする絵本は、ウクライナ民話「てぶくろ」や、Ｓ.バーレー「わすれられないおくりもの」。絵本の案内
書では、俵万智さんの「かーかん　はぁい」。 （図書館サポーター：西尾）
泉崎図書館　蕁５３－４７７９（開館時間10：00～18：00）
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総務課
５３－２１１１
行政推進室
５３－２４０９
住民生活課
５３－２１１２
税務課
５３－２１１３
建設水道課
５３－２１１４
土地販売促進課
５３－２２３８
産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１
議会事務局
５３－２４９９
保健福祉課
５４－１３３３
学校教育課
５４－１５３３
中央公民館
５３－２２５８
生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

村
内
各
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
・
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、

心
配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
方
の
た

め
に
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
「
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

８
月
11
日
貍

10
時
〜
12
時
ま
で

◇
会
　
場

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員

行
政
相
談
員
＝
小
林
敏
明

村
民
生
委
員
＝
兼
子
國
夫

武
藤
英
雄

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
１

社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
―
１
５
５
５

商
工
会
で
は
、
事
業
者
の
原
発
損
害
賠
償

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
東
電
担
当

者
が
親
切
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

事
前
の
予
約
等
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
日
　
時

８
月
１
日
貉
・
８
月
８
日
貉

８
月
22
日
貉
・
８
月
29
日
貉

13
時
30
分
〜
16
時

◇
場
　
所

泉
崎
村
商
工
会
館

◇
相
談
員

郡
山
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
内
容

損
害
賠
償
内
容
、
損
害
賠
償

請
求
方
法
、
損
害
賠
償
請
求
用
紙
等
の
記

載
方
法
等

◇
問
い
合
わ
せ

村
商
工
会
　
蕁
５
３
―
２
２
０
２

本
年
度
の
学
校
保
健
委
員
会
を
左
記
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
泉
崎
っ
子
の
望
ま
し
い
食
習
慣

を
め
ざ
し
て
」

講
　
師

西
郷
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　

栄
養
教
諭
　
亀
田
　
明
美
　
先
生

開
催
日
時

８
月
24
日
貊

13
時
30
分
よ
り

場
　
所

泉
崎
第
二
小
学
校
　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

保
護
者
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

県
内
各
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
月
間
と
し
て
身
体
的
・
心
理
的
虐

待
や
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
応

じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
期
間

９
月
10
日
豺
〜
９
月
16
日
豸

◇
時
間

８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

※
た
だ
し
、
９
月
15
日
貍
・
16
日
豸
は
10
時

〜
17
時
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

蕁
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４

白
河
司
法
書
士
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
月
に
１
度
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
最
寄
の
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
相
談
内
容

不
動
産
登
記
、
相
続
・
遺
言
、

多
重
債
務
、
小
額
裁
判
、
震
災
に
よ
る
困

り
ご
と
等

◇
日
　
時

９
月
６
日
貅

17
時
〜
20
時

◇
場
　
所

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

◇
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
（
本
多
）

蕁
０
２
４
８
―
２
３
―
１
７
８
５

犬
等
し
つ
け
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

◇
日
　
時

９
月
19
日
貉
10
時
〜
12
時（
学
科
）

９
月
26
日
貉
９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
実
技
）

◇
内
　
容

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
講
義
（
学
科
）

飼
い
犬
同
伴
で
の
し
つ
け
手
技
（
実
技
）

◇
会
　
場

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
　

別
棟
会
議
室

◇
問
い
合
わ
せ

衛
生
推
進
課
食
品
衛
生
チ

ー
ム
　
蕁
０
２
４
８
―
２
２
―
５
４
８
７

新
生
児
聴
覚
検
査
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
聞

こ
え
に
異
常
が
な
い
か
を
早
く
見
つ
け
る
た

め
の
検
査
で
す
。

県
で
は
、
平
成
24
年
５
月
１
日
か
ら
新
生

児
聴
覚
検
査
を
よ
り
多
く
の
お
子
さ
ん
が
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
査
費
用
を
全
額

公
費
負
担
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
５
月
１

日
以
降
に
新
生
児
聴
覚
検
査
を
実
施
さ
れ
た

方
で
、
医
療
機
関
に
検
査
費
用
を
お
支
払
い

し
た
方
は
、
払
い
戻
し
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

福
島
県
保
健
福
祉
部
児
童

家
庭
課
蕁
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
７
４

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
弁

護
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
請
求
手
続
き
に

お
け
る
不
明
な
点
な
ど
、
ど
な
た
で
も
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
所

平
成
24
年
度
　
泉
崎
村
学
校

保
健
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

原
発
損
害
賠
償
に
関
す
る
相
談

新
生
児
聴
覚
検
査
支
援
事
業

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

白
河
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
無
料
相
談

犬
等
し
つ
け
方
教
室

原
子
力
損
害
賠
償
巡
回
法
律
相
談
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相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

◇
日
　
時

８
月
２
日
貅
・
９
日
貅
・
23
日
貅

13
時
30
分
〜
15
時
50
分
ま
で

◇
会
　
場

白
河
市
道
場
小
路
96
―
５
　

白
河
商
工
会
議
所
会
議
室

◇
予
約
電
話

蕁
０
２
４
―
５
２
３
―
１
５
０
１

◇
費
　
用

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

県
南
地
方
振
興
局

蕁
２
３
―
１
５
２
４

国
・
他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
退
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建

設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
事
業
主
の
方
が
労
働
者
の
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
辞

め
た
時
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

◇
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
者

◇
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
労

働
者
　

◇
掛
　
金

日
額
３
１
０
円

◇
問
い
合
わ
せ

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
　
事
業
推
進
本
部

蕁
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
６
６

《
自
衛
官
候
補
生
》

◇
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

◇
応
募
締
切
り

９
月
７
日
貊

◇
男
子
試
験

９
月
17
日
豺

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー

◇
女
子
試
験

９
月
25
日
貂

郡
山
駐
屯
地
（
郡
山
市
）

《
一
般
曹
候
補
生
》

◇
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

◇
応
募
締
切
り

９
月
７
日
貊

﹇
男
女
共
通
﹈

◇
試
　
験

９
月
17
日
豺

◇
会
　
場

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー

《
航
空
学
生
》

◇
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
も
含
む
）
以

上
21
歳
未
満
の
男
女

◇
応
募
締
切
り

９
月
７
日
貊

◇
試
験
日

﹇
男
女
共
通
﹈
９
月
22
日
貍

◇
会
　
場

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

※
９
月
17
日
の
採
用
試
験
は
、
午
前
中
に

「
一
般
曹
候
補
生
」
、
午
後
に「
自
衛
官

候
補
生
」
の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

部
　
白
河
地
域
事
務
所
　
蕁
０
２
４
８
―

２
４
―
０
３
７
２

新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
へ
８
月
開

催
の
合
同
就
職
面
接
会
を
ご
案
内
し
ま
す
。

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
が
あ
る
県
内
企
業

と
の
面
接
会
で
す
。

◇
期
　
間

８
月
20
日
豺

◇
時
　
間

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

11
時
〜
12
時

合
同
就
職
面
接
会

13
時
〜
16
時

※
県
内
の
企
業
80
社
が
参
加
予
定

◇
場
　
所

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

◇
住
　
所

郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地

◇
内
　
容

人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
接
、

安
定
所
等
各
機
関
に
よ
る
就
業
相
談
、
情

報
提
供

◇
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

職
業
安
定
課
　

蕁
０
２
４
―
５
２
９
―
５
３
９
６

※
事
前
申
込
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
本
遺
族
会
で
は
、
政
府
の
委
託
・
補
助

を
受
け
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々
と
の
友

好
親
善
を
目
的
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
が
募
集
定
員
を
上
回
る
場

合
は
、
本
部
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
　
日
本
遺
族
会

事
務
局
蕁
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調

月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、

北
方
領
土
返
還
に
む
け
た
多
く
の
声
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
国
民
世
論
を
図
る

べ
く
『
伝
え
た
い
想
い
〜
北
方
領
土
の
返
還

に
向
け
て
』
と
題
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ

プ
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
方
領

土
に
向
け
た
想
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ

を
掲
げ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
募
集
す
る
も
の

で
、
応
募
さ
れ
た
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◇
内
　
容

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
プ
企
画
」

◇
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
啓

発
係
蕁
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
２

農
林
水
産
省
で
は
、
旧
農
地
法
に
よ
る
買

収
が
行
わ
れ
る
前
の
所
有
者
等
（
一
般
承
継

人
も
含
み
ま
す
）
に
優
先
的
に
売
り
払
う
た

め
、
公
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
売
り
払
い
予
定
の
村
内
国
有
地

泉
崎
字
下
東
山
１
番
２
（
山
林
）

６
６
５
㎡

泉
崎
字
下
東
山
３
番
（
山
林
）１，

０
３
４
㎡

泉
崎
字
下
東
山
５
番
（
山
林
）

８
７
７
㎡

泉
崎
字
下
東
山
６
番
２
（
山
林
）

１，

１
５
５
㎡

泉
崎
字
下
東
山
７
番
（
山
林
）

６
２
７
㎡

泉
崎
字
下
東
山
11
番
２
（
山
林
）

９
９
７
㎡

泉
崎
字
下
東
山
13
番
２
（
山
林
）

３，

４
０
３
㎡

泉
崎
字
下
東
山
15
番
２
（
山
林
）

１，

２
９
５
㎡

泉
崎
字
下
東
山
16
番
２
（
山
林
）

１，

４
０
９
㎡

○
公
告
期
限

平
成
24
年
10
月
22
日

※
期
間
中
に
買
収
前
の
所
有
者
等
か
ら
買

受
申
込
が
な
け
れ
ば
、
競
争
入
札
な
ど

に
よ
り
売
払
い
を
行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

東
北
農
政
局
経
営
・
事
業

支
援
部
農
地
政
策
推
進
課（
藤
原
・
高
橋
）

蕁
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
の
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

村
内
国
有
地
の
売
り
払
い

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

内
閣
府
か
ら
北
方
領
土
に

つ
い
て
の
お
願
い

ご
存
知
で
す
か
？
建
退
制
度

広報
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イベント
ふるさとに帰りたくても帰れない人たち。心のふるさとを取り戻したい人

たち。ふるさと再生のために自分達にできることを始めてほしい。そんな思
いでお祭りを開催します。被災地に残る私たちがあなたにあげられるものは、
生きる勇気とあふれる元気！どうぞご参加ください。
日　時：８月18日貍　10:00～19:00
会　場：泉崎カントリーヴィレッジ（福島県泉崎村）
対　象：泉崎村にゆかりのある方　ふるさと再生を応援してくださる方
内　容：カムバック！ホタル・蕎麦打ち体験・読書活動・茶道教室・木工教室・バーベキュー
参加費：小学生1,500円、中・高生2,000円、大学生2,500円、大人3,000円　宿泊プラス5,000円

※収益金は河川の浄化活動に使われます。
定　員：150名（宿泊は70名まで）＊定員になり次第締め切らせていただきます。
申込先：ふるさと祭り泉崎2012実行委員会事務局（内山） 蕁０９０－２６０５－２６０８

『思春期青年期の心に寄り添うために』の開催
◇日　時 ８月29日貉 13：30～

《13：30～》講演「家族の心構え」
《15：30～》家族交流会（希望者のみ）

◇会　場 県南保健福祉事務所（住所：白河市郭内127）
◇講　師 ＮＰＯ法人ビーンズふくしま　理事長　若月　ちよ　氏
※この他２回にわたり開催します。
講演会はどなたでも参加できます。（参加費は無料）
◇問い合わせ 福島県県南保健福祉事務所　保健福祉課障がい者支援チーム

蕁２２－５６４９

福島で開催！サッカーＵ－20 日本女子代表　“国際親善試合”
U－20日本女子代表「ヤングなでしこ」の選手たちが一生懸命に戦うことで、復興に取り組んでいる県民に笑

顔・元気を届けるとともに、ふくしまの姿と安全性をＰＲし風評を払拭することを目的とします。
◇内　容：Ｕ－20日本女子代表　VS Ｕ－20カナダ女子代表
◇日　時：８月13日豺 19時キックオフ予定
◇場　所：あづま総合運動公園　陸上競技場
◇入場料：無料
◇主　催：公益財団法人　日本サッカー協会
◇放　送：フジテレビ系列で全国に生中継
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みんなの広場
みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

泉
崎
俳
句
会

ゆ
つ
く
り
と
刻
の
充
ち
く
る
梅
雨
の
森
　
　
く
　
に

杉
の
香
の
つ
よ
き
裏
山
夏
う
ぐ
ひ
す
　
　
　
　
々

噴
水
の
上
が
り
き
れ
ず
に
白
濁
す
　
　
　
　
潤
　
子

透
明
の
傘
行
く
梅
雨
の
森
の
中
　
　
　
　
　
　
々

さ
わ
さ
わ
と
青
葦
鳴
き
ぬ
昼
餉
ど
き
　
　
　
圭
　
子

未
だ
傷
の
癒
へ
ぬ
道
あ
り
真

這
ふ
　
　
　
　
々

声
あ
げ
て
駅
舎
に
接
す
大
青
田
　
　
　
　
　
和
　
子

青
葦
の
岸
戻
り
く
る
水
の
泡
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
　

ひ
ら
ひ
ら
と
手
を
振
る
別
れ
梅
雨
の
底
　
　
ま
つ
え

嬰
来
る
日
指
折
り
て
待
つ
朴
の
花
　
　
　
　
　
々

梅
雨
の
沼
新
聞
全
紙
沈
む
早
さ
　
　
　
　
　
光
　
郎

青
蘆
や
波
の
屈
折
全
て
消
す
　
　
　
　
　
　
　
々

嵐
こ
ろ
げ
て
笑
ふ
女
の
子
　
　
　
　
　
　
直
　
子

梅
雨
晴
や
形
見
と
な
り
し
提
げ
か
ば
ん
　
　
　
々

鑑
賞
句

ま
だ
大
樹
な
ら
ざ
る
橡
も
緑
蔭
に
　
　
　
稲
畑
汀
子

橡
の
木
は
、
落
葉
高
木
で
葉
が
大
き
く
恰
好
の
木
陰
を
つ
く
る
。
作

者
の
見
て
い
る
橡
の
木
は
、
ま
だ
大
樹
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
充
分
に

緑
蔭
を
つ
く
っ
て
安
ら
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

五
十
嵐
直
子

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 役 場 総 務 課
ＴＥＬ0248-53-2111 ＦＡＸ0248-53-2958

ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail  soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

リ
レ
ー
ト
ー
ク
138

私
が
泉
崎
村
に
移
住
し
て
き

た
の
は
、
中
学
１
年
生
の
頃
で

し
た
。
そ
の
当
時
知
ら
な
い
土

地
で
の
生
活
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
気
さ
く
な
泉
崎
の
人

達
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
助
け

ら
れ
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

24
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
中
学
２
年
生
と
小

学
４
年
生
の
息
子
２
人
に
夫
と

父
母
の
６
人
家
族
で
す
。

私
は
小
学
校
当
時
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ま
た
小
学
５
年
生
か

ら
高
校
卒
業
ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
沢

山
の
こ
と
を
学
び
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
こ
の
経
験
が
私
の
宝

に
な
り
、
今
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

今
で
は
中
学
生
の
息
子
が

野
球
、
そ
し
て
小
学
生
の
息

子
が
ス
ポ
小
。
週
末
に
は
グ

ラ
ン
ド
に
通
っ
て
は
感
動
と

喜
び
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

息
子
達
の
活
動
で
新
た
な
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
多
く
の

人
達
に
支
え
ら
れ
楽
し
い
日

々
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た

私
は
幸
せ
者
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
厚

な
人
達
の
い
る
泉
崎
で
息
子

達
と
一
緒
に
夢
を
追
い
か
け

見
守
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

次
回
は
阿
部
正
さ
ん
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ

倉持里江さん
（行　屋）

法務省提唱「第62回社会を明るくする運動」

白
河
地
区
保
護
司
会
の
金

沢
暎
仁
会
長
は
じ
め
会
員
の

皆
さ
ん
は
役
場
を
訪
れ
、
副

村
長
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
伝
え
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
文
を
手
渡
し
ま
し
た
。

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.９.30
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券・回数券・
他、割引サービスとの併
用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon ８
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.９.30
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券・回数券・
他、割引サービスとの併
用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon ８
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.９.30
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券・回数券・
他、割引サービスとの併
用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon ８ お
め
で
た

お
子
さ
ま
の
名
前
・
父
　
母
　
名

穂
積
　
優ゆ

う

牙が

く
ん

隆
史
さ
ん
　
愛
さ
ん

草
野
　
心
結

み

ゆ

ち
ゃ
ん

真
弥
さ
ん
　
悠
さ
ん

石
塚
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

正
之
さ
ん
　
麻
衣
さ
ん

お
い
わ
い

新
　
郎
　
　
・
　
　
新
　
婦

古
宇
田
和
栄
さ
ん
・
　
梢
　
さ
ん

李
　
　
　
猛
さ
ん
・
范
慧
君
さ
ん

お
く
や
み

飛
知
和
三
雄
さ
ん
　
84
歳

溝
井
マ
リ
子
さ
ん
　
78
歳

７月号広報Ｐ２「カラオケ歌謡連合会が寄附」の記事への追記文
記事へ以下のとおり追記いたします。
泉崎カラオケ歌謡連合会代表の宮本正司さんらは、71,205円を村の復
興支援のために寄附されました。

編
集
後
記

毎
月
Ｉ
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
Ｉ
Ｚ

Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
コ
ー
ナ
ー
で

村
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。記

事
の
内
容
に
い
つ
も
悩
ま

さ
れ
ま
す
が
、
村
の
良
さ
、
特

色
を
自
分
自
身
が
再
認
識
で
き

る
好
機
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
と
同
時
に
何
が
村
に
足
り

な
い
か
、
皆
さ
ん
が
村
に
何
を

欲
し
て
い
る
の
か
、
近
い
将
来

村
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
な

ど
な
ど
…
…
考
え
を
巡
ら
せ
る

と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
今
月
掲
載
さ
れ

た
松
川
職
員
の
下
條
村
報
告
書

で
再
認
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、結
局
何
事
も『
ひ

と
』
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
下

條
村
の
よ
う
な
特
色
あ
る
自
治

運
営
も
ア
イ
デ
ア
・
予
算
だ
け

で
は
物
事
は
一
向
に
す
す
み
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
共
感
し
た
『
ひ

と
』
『
び
と
』
が
集
っ
て
は
じ

め
て
物
事
を
つ
き
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

以
前
に
烏
峠
復
興
祭
（
平
成

版
八
朔
祭
）
が
有
志
の
力
で
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
震
災
で
断
ち
切
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

共
感
す
る
『
ひ
と
』『
び
と
』

が
集
え
ば
泉
崎
に
も
新
た
に
何

か
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋

休 日 救 急 当 番 医 表

＊休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせください。
しらかわ救急情報センター　蕁2 3 － 9 9 0 9

わたなべ子どもクリニック12日豸

小　児　科

国 馬 歯 科 医 院よこむら整形外科クリニック

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク８月５日豸 河 島 歯 科 医 院南湖こころのクリニック

電 話 案 内13日豺 電 話 案 内

電 話 案 内14月貂 電 話 案 内

電 話 案 内15日貉

内　科・外　科

電 話 案 内

お か ざ き ク リ ニ ッ ク19日豸 小 林 歯 科 医 院野 村 貫 成 堂 ク リ ニ ッ ク

歯　　　　科診療日

関 医 院26日豸 斎 須 歯 科 医 院吉 田 外 科 医 院

岡 崎 小 児 科 内 科 医 院９月２日豸 泉 崎 歯 科 医 院わ た な べ 内 科 医 院

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク９日豸 酒 井 歯 科 医 院穂 積 医 院

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク16日豸 た ま ち 歯 科 医 院渡 部 医 院

わたなべ子どもクリニック17日豺 佐 久 間 歯 科 医 院ら く ら く 医 院

お か ざ き ク リ ニ ッ ク22日貍 佐 藤 歯 科 医 院あ り が ク リ ニ ッ ク

23日豸 関 医 院 いがらし内科クリニック 鈴 木 歯 科 医 院

24日豺 岡 崎 小 児 科 内 科 医 院 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク 鈴 木 歯 科 医 院 （ 表 郷 ）



休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
第32回福島民報杯ソフトボー

ル大会
盆栽教室

：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

：小学校　　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場
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燃えるごみの日・燃えないごみの日
介護保険料第２期納期限
水道料金第３期納期限
国民健康保険税第２期納期限
村営住宅使用料８月分納期限
村県民税第２期、固定資産税第
２期納期限
後期高齢者医療保険料第１期納期限
出前元気はつらつ教室（瀬知房）

人　口　　 人　口　　 合　計　 世帯数
（６月１日現在）男 3,229人　　女 3,403人　　6,632人　　　2,007戸
（７月１日現在）男 3,227人　　女 3,408人　　6,635人　　　2,010戸

31
（金）

農

一小 二 中

資

ト

育 幼

診

児

弓 ソ

公 さ

30
（木）

なかよしクラブ自由参加日

29
（水）

資源ごみの日
休肝日
防犯パトロール
ヨーガ教室

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
泉崎南東北公開講座

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
奉仕作業

第64回県民スポーツ大会県南地
域大会

１
（水）

資源ゴミの日・粗大ごみの戸別
収集日
交通安全パトロール
出前元気はつらつ教室（太田川）

２
（木）

すいか割り会
なかよしクラブ
出前元気はつらつ教室（北平山）

３
（金）

燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
第２回奉仕作業
親子教室

八雲ニュータウン夏まつり

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

第３回村内統一クリーンアップ
作戦

６
（月）

クック＆クッキング
出前元気はつらつ教室（関和久）
出前元気はつらつ教室（峠）

７
（火）

燃えるごみの日
３・４か月児　９・10か月児

健診
第７回白河農業協同組合長杯グ
ラウンドゴルフ大会

20
（月）

出前元気はつらつ教室（宿舘）

21
（火）

燃えるごみの日
貯筋会

出前元気はつらつ教室（八雲）

５
（水）

資源ごみの日・粗大ごみの戸別収集日
英会話講座
交通安全パトロール

６
（木）

東西中体連駅伝大会
出前元気はつらつ教室（太田川）

７
（金）

燃えるごみの日
授業参観
出前元気はつらつ教室（高根）

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
休肝日

行政相談・心配ごと相談所開設
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
支部対抗綱引き大会
第３回奉仕作業
第２回奉仕作業（第２児童クラブ）

４
（火）

燃えるごみの日
貯筋会
出前元気はつらつ教室（峠）
体験学習（～５日まで）
土曜登録児受け入れ

８
（水）

資源ごみの日
防犯パトロール
出前元気はつらつ教室（踏瀬）

９
（木）

６・７か月児健康相談
休肝日

22
（水）

資源ごみの日
交通安全パトロール

10
（金）

燃えるごみの日
夏休みこども会
出前元気はつらつ教室（原）

３
（月）

出前元気はつらつ教室（八雲）
ボランティア活動
クック＆クッキング

16
（木）

17
（金）

燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

15
（水）

資源ごみの日

23
（木）

第13回県南自動車学校杯グラ
ウンドゴルフ大会

24
（金）

燃えるごみの日
成人学級

10
（月）

出前元気はつらつ教室（宿舘）

行政相談・心配ごと相談所開設
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日
泉崎南東北病院リハビリテー

ション・ケアセンター夏祭り
ＰＴＡ奉仕作業

28
（火）

燃えるごみの日
１歳６か月児健診
貯筋会
フラダンス教室

13
（月）

夏季休館日（16日まで）
夏季家庭保育（16日まで）
預り保育休園（16日まで）

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

14
（火）

燃えるごみの日

27
（月）

第２学期始業式
午前保育
通常受け入れ
出前元気はつらつ教室（高根）
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